
石油化学工業協会 

 ２０２０年１１月実績概要（メモ）  

（２０２０．１２．１７） 
 
誘導品毎の定修実施の有無及び稼働状況から、生産は未だまだら模様。 
 

１．生 産 動 向  

イ）エチレン ５４０，０００トン  
 前 月  比    ＋ ４．４％（＋２２，８００トン） 
 前年同月比    ▲ ２．１％（▲１１，９００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月９５．８％* → 当月９４．４％ ← 前年同月９６．４％ 
定修プラント：前月 １社１プラント → 当月 １社１プラント  ← 前年同月 なし 
本年１～１１月の累計生産量 ５，４０７．５千トン、前年同期比▲７．６％ 

 
ロ）主な石油化学製品 

前月比では、日数減少とともに主に稼働率要因等から HDPE、塩ビ樹脂、塩ビモノマー、トルエン、

キシレンなどの９品目がマイナス。定修規模が減少した PP、PS、SM、MMA モノマー、SBR など

の８品目はプラスとなった。 
前年比では、稼働率要因や定修規模差等から、LDPE、HDPE、塩ビモノマー、MMA モノマー、SBR、

BR、ベンゼン、トルエン、キシレンなどの１２品目がマイナス。PS、SM など５品目はプラスとな

った。 
 

２．樹脂の生産・出荷状況（LDPE、HDPE、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比では、日数の減少や定修規模の増減がある中、主として稼働率要因から LDPE は微減、HDPE
はマイナスとなった。一方、PP、PS は定修規模差と稼働率要因からそれぞれプラスとなった。 
前年比では、稼働率要因から LDPE、HDPE はマイナス、PS は定修規模差と稼働率要因からプラス

となった。 
ロ）国内出荷 

前月比は、国内産業の生産活動並びに消費動向の持ち直しが進む中、前月に出荷が増加した LDPE、

HDPE、PP は祝日の絡みからのユーザー側の稼働日数の減少もあり、いずれも減少することとなっ

た。逆に PS は供給の減少等から前月に出荷が減少した反動もあり、当月は一転してプラスとなった。 
前年比では、LDPE、HDPE、PP で前年を下回る出荷となった。分野別では、PE ではフィルム分野

の出荷が低調のままとなっているほか、フィルム分野以外のほとんどの分野でも出荷が減少するこ

ととなった。PP では射出成形分野はほぼ前年並みの出荷を維持しつつも、フィルム、繊維、押出成

形分野の出荷が前年を下回りマイナスとなった。PS は FS 用途以外の出荷が増加に転じ、当月は若

干のプラスとなった。 
ハ）輸    出 

前月比では、海外の生産回復の動きに相俟った増加基調が一時的に鈍化し、当月は LDPE、HDPE、

PP でマイナス。PS のみがプラスとなった。 
前年比では、LDPE のほか PP、PS でプラスとなった。HDPE は供給量自体の減少もありマイナス

となった。 
ニ）在    庫 

在庫量は、HDPE、PS で減少し、LDPE、PP は増加した。在庫率(季節調整済）は前月に対して LDPE、

HDPE、PP で上昇、PS は低下した。在庫水準としては、LDPE、HDPE、PP は適正からやや多め、

PS はほぼ適正水準となっている。 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減 ▲ ３．２ ％ －  
 定修要因等 ＋ ９．２ ％ ▲ ０．１  ％  
 能力増減 － ＋  ０．１ ％  
 稼働率変動 ▲ １．６ ％ ▲  ２．１  ％  
 生産増減率 ＋ ４．４  ％ ▲ ２．１  ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 
１０月末 １１月末 

LDPE ＋ ２，２００ ３．０ ３．３ 
HDPE ▲ ３，０００ ２．７ ３．２ 
P   P ＋１９，０００ ２．４ ２．８ 
P   S  ▲ ２，６００ １．７ １．５ 


